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ー
ツ
ク
ラ
ブ
」が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、ス
ポ
ー
ツ

の
歴
史
と
制
度
が
異
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

を
模
倣
し
た
総
合
型
ク
ラ
ブ
を
育
成
し
て
も
、独
自
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
施
策
に
基
づ
く
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
づ
く

り
の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
わ
が
国
で
は
、現
実
的
意

味
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。�

　
総
合
型
ク
ラ
ブ
構
想
は
過
去
の
施
策
の
延
長
線
上
に

あ
る
も
の
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
に
各
自
治
体
が
展
開
し
て

き
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
と
の
整
合
性
や
各
地
域
の
特
性
・

実
態
や
生
活
課
題
等
を
吟
味
し
、そ
の
成
果
や
諸
課
題

が
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
基
盤
と
な
る
か
を
明
確
に
し
た
上
で
、

①
多
世
代
・
多
目
標
・
多
種
目
、②
一
貫
指
導
、③
受
益

者
負
担
、④
文
化
複
合
、⑤
専
門
指
導
者
の
配
置
、⑥
拠

点
施
設
の
確
保
、⑦
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
企
画
・
運
営
、⑧
自

主
運
営
と
い
っ
た
観
点（
次
ペ
ー
ジ
図
１
参
照
）か
ら
、地

域
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
ク
ラ
ブ
の
青
写
真（
設
計
図
）を
創�

月
一
日
現
在
ま
で
に
、育
成
モ
デ
ル
事
業
に
よ
っ
て�

一
一
五
ク
ラ
ブ
が
、各
自
治
体
レ
ベ
ル
の
育
成
・
支
援
事

業
や（
財
）日
本
体
育
協
会
の「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
支
援
事
業
」に
よ
っ
て
八
三
三
ク
ラ
ブ
が
、創

設
済
み
な
い
し
は
創
設
中
で
あ
る
と
い
う
。平
成
一
六

年
度
以
降
は
、（
財
）日
本
体
育
協
会
が「
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
推
進
事
業
」
を
文
部
科
学

省
委
嘱
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
る（
平
成
一
七
年

年
度
か
ら
は
委
託
事
業
）。�

　
こ
の
よ
う
な
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
定
義
は
多
様
で
あ
る
が
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
研
究
会（
一
九
九
九
年
）に
よ
れ
ば
、

総
合
型
ク
ラ
ブ
と
は「
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
見
ら
れ
る

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
形
態
で
、地
域
に
お
い
て
、子

ど
も
か
ら
高
齢
者
、障
害
者
ま
で
を
含
む
、様
々
な
ス
ポ

ー
ツ
を
愛
好
す
る
人
々
が
参
加
で
き
る
、総
合
的
な
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
ス
ポ�

���

　
国（
文
部
科
学
省
）は
、平
成
七
年
度
か
ら「
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
モ
デ
ル
事
業
」
を
開
始

し
、平
成
一
二
年
に
出
さ
れ
た「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本

計
画
」に
は
、「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
全
国

展
開
」が
、わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
拡
大
目
標（
一
〇

年
間
で
、成
人
の
週
一
回
以
上
の
実
施
率
を
三
七
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
へ
）の
達
成
に
必

要
不
可
欠
な
行
政
施
策
と
し
て
謳
わ
れ
て
い
る
。�

　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
策
定
以
降
、総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
以
下
、「
総
合
型
ク
ラ
ブ
」

と
略
す
）の
創
設
気
運
が
急
速
的
に
わ
が
国
全
域
に

広
ま
り
、文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、平
成
一
五
年
七�

国
が
進
め
る
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ�

ク
ラ
ブ
構
想
」
と
は�

�

中
西
　
純
司
　W

ritten by Junji N
akanishi
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造
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、い
わ
ゆ
る
先
進
事
例

と
い
わ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
や
文
部
科
学
省
が
提
示
し
た
モ

デ
ル
図
を
コ
ピ
ー
す
る
必
要
は
な
い
。�

�����

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、人
類
が
人
生
や
生
活
を
よ
り
豊
か
に
充

実
し
た
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
、そ
の
時
代
そ
の
時
代

に
持
て
る
英
知
を
結
集
し
て
創
造
し
て
き
た
、世
界
共
通

の
重
要
な「
文
化
」で
あ
る
。こ
う
し
た「
文
化

と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
」は
、身
体
を
動
か
す
と
い

う
人
間
の
本
源
的
な
欲
求
に
応
え
、身
体
的
・

精
神
的
欲
求
の
充
足
に
寄
与
す
る
と
い
っ
た「
個

人
的
価
値
」や
、新
た
な
人
間
関
係
の
形
成
と

紐
帯
及
び
社
会
統
合
化
と
い
う「
社
会
的
価
値
」

を
有
し
て
い
る
。ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
は
人
間
の
可

能
性
の
極
限
を
追
求
す
る
営
み
で
あ
り
、先
端

的
な
学
術
研
究
や
芸
術
活
動
と
同
等
の「
鑑

賞
的
価
値
」
を
有
し
、多
く
の
人
々
に
夢
や
感

動
、元
気
や
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。そ
し
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
メ
ガ
・
イ
ベ
ン
ト
の
招
致
・
誘

致
等
に
よ
る
鑑
賞
的
価
値
の
創
造
は
、ス
ポ
ン

サ
ー
シ
ッ
プ
の
獲
得
や
新
た
な
雇
用
創
出
、及

び
施
設
関
連
産
業
の
活
性
化
等
の「
経
済
的

価
値
」
と
も
関
連
が
深
い
。さ
ら
に
、ス
ポ
ー
ツ

は
言
葉
の
壁
や
生
活
習
慣
の
違
い
を
超
え
た

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
型
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・ツ
ー

ル
で
あ
り
、世
界
の
人
々
と
の
相
互
理
解
・
認
識

を
促
す「
国
際
的
価
値
」
を
も
有
し
て
い
る
。�

　
こ
う
し
た「
ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
的
価
値
」
を
人
々
の
生

涯
生
活
の
中
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
の
基
本
的
な
意
味
は
、

先
人
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」こ
と
に
か
け
た
夢
や
、

ス
ポ
ー
ツ
を
「
み
る
」こ
と
か
ら
得
た
夢
や
感
動
、競
技
力

向
上
の
た
め
に
努
力
し
て
き
た
過
程
、及
び
ス
ポ
ー
ツ
を

縁
の
下
で「
さ
さ
え
・
創
る
」
努
力
を
し
て
き
た
過
程
等

を
学
習（
追
体
験
）す
る
こ
と
で
、人
類
の
歩
ん
で
き
た
険

し
い
道
程
を
享
受
し
、自
己
実
現（
発
展
）を
図
る
と
い

う
点
に
あ
る
。総
合
型
ク
ラ
ブ
構
想
に
我
々
が
矛
盾
を
感

じ
な
い
の
は
、構
想
そ
れ
自
体
が
、ス
ポ
ー
ツ
と
人
間
と
の

多
様
な
か
か
わ
り
方（
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え

る
・
創
る
）を
通
じ
て
、ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
文
化
的
価
値
を

創
造
し
、わ
が
国
の
文
化
発
展
へ
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。�

　
と
こ
ろ
で
、総
合
型
ク
ラ
ブ
に
限
ら
ず
、「
地
域
」ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
本
質
は
、「
自
分
た
ち
さ
え
よ
け
れ
ば
よ

い
」
と
い
う
自
己
中
心（
完
結
）的
な
ス
ポ
ー
ツ
欲
求
の

充
足
に
留
ま
ら
ず
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
を
持
っ
て
、地
域
の
生
活
課
題
や
教
育
課
題
等

の
解
決
に
自
主
的
・
自
発
的
に
か
か
わ
り
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
い
う
点
に
あ
る
。我
々

の
生
活
は
、量
的
に
は
豊
か
に
な
っ
た
が
、今
後
の
地
域

生
活
を
め
ぐ
る
多
様
な
変
化
と
し
て
は
、①
愛
情
や
共

同（
体
）感
情
等
の
人
間
関
係
的
な
絆
が
希
薄
化
し
た

「
都
市
的
生
活
様
式
」の
増
殖
化
、②
高
齢
者
の
健
康
・

体
力
づ
く
り
問
題
や
地
域
生
活
問
題
、③
少
子
化
社

会
と
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
変
容（
運
動
部
活
動

問
題
や
体
力
・
運
動
能
力
の
低
下
傾
向
等
）、④
地
方

分
権
化
と
行
財
政
改
革
に
よ
る「
小
さ
な
政
府
」の
実

現
化
、⑤
情
報
技
術
革
命
の
進
展
と
顔
の
見
え
な
い
新

た
な
人
間
関
係（
電
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）の
出
現
、⑥
自
然

破
壊
と
環
境
問
題
の
深
刻
化
等
、質
的
な
生
活
課
題

ば
か
り
が
指
摘
さ
れ
る
。�

　
総
合
型
ク
ラ
ブ
構
想
の
現
代
的
な
意
味
は
、文
化
と
し

て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
課
題（
特
に
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興

上
の
諸
課
題
）と
、地
域
住
民
の
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ

（
ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
的
価
値
を
体
系
的
か
つ
存
分
に
享
受

で
き
る
よ
う
な
生
涯
生
活
）の
形
成
・
定
着
が
豊
か
な
地

域
生
活
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
に
ま
で
波
及
す
る

と
考
え
る
な
ら
ば
、地
域
社
会
が
抱
え
る
生
活
課
題
ま
で

を
も
解
決
で
き
る
可
能
性
に
あ
る
と
言
っ
て
過
言
で
は
あ

る
ま
い（
図
２
参
照
）。�

【図1】 総合型地域スポーツクラブのモデル図�

ち
ゅ
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い�
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1.スポーツ事業の「マンネリ化」�
　①プログラム・サービス中心�
　②行政主導型・タテ割行政（連携のない仕組み）�
　③人間関係分節型�

2.地域スポーツクラブ連合育成事業の「失敗」�

3.地域スポーツ活動の「様相」�
　①地域クラブ人口の低さ�
　②「単一種目型クラブ」の占拠�

4.成人スポーツ人口（週1回以上）の「低迷」�

5.硬直化したスポーツ組織間関係（競技団体等）�

6.地域スポーツクラブの問題�
　①指導者や自主財源などの経営資源の不足�
　②同じ集団・同じ種目型の対外試合中心の練習�
　③閉鎖的な「チーム型クラブ」の人間関係�
　④既得権と「楽しみ」の囲い込み現象�
　⑤行政依存・他者依存的な「フリーライダー」の増加傾向�

1.都市的生活様式の増殖�

2.高齢社会と福祉問題, 地域生活問題�

3.少子化社会と, 進む教育改革�
　危機にある子供の心身�
　（体力・運動能力の低下と社会力の低下、�
　　　　　　　　　　運動部活動の休・廃部など）�

4.地方分権化と, 問われる自治体行政�

5.情報技術革命の進展と, 顔の見えない人間関係�

6.自然破壊・環境問題とエコロジー活動�

地域スポーツの閉塞状況� 地域社会が抱える21世紀生活課題�

課題の共有�

ソリューション機能�

総合型地域スポーツクラブ構想�

「マクドナルド化」する地域社会�

����

　
ソ
ー
シ
ャ
ル・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は
、信
頼
に
裏
打
ち
さ
れ
た

社
会
的
な
絆
、あ
る
い
は
豊
か
な
人
間
関
係
を
捉
え
た
新

し
い
概
念
で
あ
る
。
直
訳
す
る
と
「
社
会
資
本
」で
あ
る

が
、わ
が
国
で
社
会
資
本
と
い
う
と
、道
路
や
空
港
、港
湾

等
の
ハ
ー
ド
面
の
イ
ン
フ
ラ（
社
会
基
盤
）整
備
を
指
す
の

が
通
例
で
あ
る
。そ
れ
ゆ
え
、訳
語
に
は「
社
会
的
資
本
」

「
社
会
関
係
資
本
」「
人
間
関
係
資
本
」「
市
民
社
会
資

本
」等
が
活
用
さ
れ
る
が
、敢
え
て
言
え
ば
、「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
力
」や「
ご
近
所
の
底
力（
N
H
K
番
組
）」と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て
も
差
し
支
え
は
な
か
ろ
う
。�

　
こ
う
し
た
新
し
い
概
念
は
、ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
で

あ
る
パッ
ト
ナ
ム（Putnam

:

一
九
九
三
年
）が
、ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
減
退
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
崩
壊
と
の
関
連
性
を
分
析
し
て
以
来
、世
界
的
に
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
ゆ
え
、こ
の
概
念
に
つ
い

て
は
依
然
と
し
て
様
々
な
学
者
が
様
々
な
議
論
を
行
っ
て

い
る
が
、一
般
的
に
は「
人
々
の
協
調
行
動
を
活
発
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の
効
率
性
を
改
善
で
き
る
、『
信

頼
』『
規
範
』『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』と
い
っ
た
社
会
組
織
の
特

徴
」
と
い
う
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
定
義
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。こ

の
定
義
の
主
た
る
構
成
要
素
に
つ
い
て
若
干
説
明
す
る
と
、

信
頼
と
は「
社
会
的
信
頼
や
相
互
信
頼
・
相
互
扶
助
の
関

係
」
を
意
味
し
、住
民
の
自
発
的
な
協
力
の
仕
組
み
を
創

る
上
で
重
要
で
あ
る
。規
範
と
は
、「
互
酬
性
の
規
範
」
を

意
味
し
、昨
今
の
地
域
通
貨
や
エ
コ
マ
ネ
ー
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
相
互
依
存
的
な
利
益
交
換
で
あ
り
、利
己
心

と
連
帯
の
調
和
に
役
立
つ
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
は「
社
会

的
な
人
間
関
係
の

絆
や
社
会
的
な
交

流
」
を
意
味
し
、垂

直
的
―
水
平
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等
も
あ

る
が
、何
よ
り
も「
直

接
顔
を
合
わ
せ
る
、

な
い
し
は
顔
の
見

え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
重
要
で
あ
る
。�

　
ソ
ー
シ
ャ
ル・
キ
ャ

ピ
タ
ル
調
査
研
究

会（
二
〇
〇
三
年
）

は
、こ
う
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル・
キ
ャ
ピ
タ
ル
概
念
を
用
い
て
、そ

の
培
養
・
蓄
積
・
広
が
り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め

と
す
る
市
民
活
動
の
活
性
化
と
の
間
に
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
明
確
に

し
、「
暮
ら
し
や
す
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
」に
お
け
る
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。パ
ッ

ト
ナ
ム（
一
九
九
三
年
）に
よ
れ
ば
、ソ
ー
シ
ャ
ル・
キ
ャ
ピ
タ

ル
の
培
養
・
蓄
積
に
は
、ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、文
化
協
会
、協

同
組
合
、共
済
組
合
な
ど
の
人
々
が
顔
を
合
わ
せ
て
活

動
を
行
う
市
民
の
自
発
的
な
意
思
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

た
組
織
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、特
に
、こ
う
し
た
自

発
的
な
組
織
に
所
属
す
る
個
人
は
、他
人
を
信
頼
す
る

傾
向
が
か
な
り
強
く
、幅
広
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
す
る

傾
向
が
あ
る
と
い
う
。そ
れ
ゆ
え
、そ
う
し
た
自
発
的
な

組
織
と
し
て
の
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
育
成
・
支
援
活
動
は
、ソ

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
醸
成
の
源
泉
と
し
て
十
分
な
期
待

が
で
き
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る（
図
３
参
照
）。�

【図2】総合型地域スポーツクラブ構想の現代的な意味�

【図3】総合型地域スポーツクラブ構想とソーシャル・キャピタルとの関係性�
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こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
市
民
活
動
＝
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
な
く
、ソ
ー
シ
ャ
ル・
キ
ャ
ピ
タ
ル
だ
け
で
ま
ち
づ
く
り

が
成
功
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。ソ
ー
シ

ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、あ
く
ま
で
も
「
市
民
社
会
を
拓
く

た
め
の
人
間
関
係
的
な
基
盤
」
を
意
味
す
る
も
の
で
し

か
な
い
。市
民
の
自
発
的
な
組
織（
市
民
活
動
団
体
等
）

が
多
く
存
在
す
る
ま
ち（
地
域
）で
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル・
キ
ャ

ピ
タ
ル
が
醸
成
さ
れ
、市
民
自
ら
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
に

興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
で
、主
体
的
か
つ
積
極
的
に
関

与
し
て
い
こ
う
と
す
る
よ
う
に
な
り
、こ
う
し
た
好
循
環

を
引
き
出
し
、加
速
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
市
民
参

加
型
ま
ち
づ
く
り（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
）」が
進

展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。�

　
こ
れ
ま
で
、わ
が
国
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
づ
く
り
）

は
、既
存
の
地
縁
組
織（
町
内
会
・
自
治
会
や
公
民
館
活

動
等
）に
支
え
ら
れ
た
人
間
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

き
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。そ
れ
ゆ
え
、そ
う
し
た
人
間
関

係
の
絆
が「
あ
る
」
地
域
社
会
と
、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
よ
う

に「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
地
域
社
会
で
は
、既
存
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
蓄
積
度
が
異
な
る
た
め
、総
合
型
ク
ラ

ブ
の
育
成
に
向
け
た
、行
政
や
体
育
指
導
委
員
及
び
体

育
協
会
等
の
啓
蒙
活
動
も
異
な
る
し
、そ
の
育
成
に
対

す
る
住
民
の
熱
意
や
勢
い
に
も「
温
度
差
」が
あ
る
こ
と

は
否
め
な
い
。そ
う
し
た
啓
蒙
活
動
の
努
力
を
通
じ
て
、

総
合
型
ク
ラ
ブ
の
設
立
準
備
を
開
始
す
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
が
、こ
の
設
立
準
備
そ
れ
自
体
が
行
政
に
と
っ

て
は「
地
域
社
会
変
動
の
契
機
」で
あ
る
し
、地
域
住
民

に
と
っ
て
は
単
一
型
・
チ
ー
ム
型
を
特
徴
と
す
る
日
本
型

ク
ラ
ブ
の「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
発
展
の
契
機
」に
も
な

り
得
る
。�

　
こ
う
し
た
設
立
準
備
努
力
と
設
立
後
の
総
合
型
ク
ラ

ブ
の
多
様
な
事
業
活
動
及
び
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
発
展

が
、地
縁
組
織
に
支
え
ら
れ
た
人
間
関
係
の
活
性
化
や
、

新
し
い
信
頼
に
基
づ
い
た
人
間
関
係
の
創
出
、地
域
社

会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
容
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル・
キ
ャ
ピ
タ

ル
の
培
養
・
蓄
積
・
広
が
り
へ
と
実
を
結
び
、市
民
参
加

型
ま
ち
づ
く
り
を
活
発
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
一

方
、ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
豊
か
な
地
域
社
会
で
は
、

市
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
同
様
、総
合
型
ク
ラ
ブ
の
育

成
や
活
動
そ
れ
自
体
も
盛
ん
に
な
る
で
あ
ろ
う（
図
４

参
照
）。こ
う
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
る
市
民
参

加
・
協
働
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
こ
そ
、総
合
型
ク
ラ
ブ
構
想
に
秘

め
ら
れ
た
熱
い
願
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

�（
本
稿
は
、拙
稿「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
構
想
と
市
民
参
加

型
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
」、松
尾
匡
ほ
か
編
著
『
市
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り【
戦
略
編
】
』〈
創
成
社
〉〈
二
〇
〇
五
〉所
収
か
ら
抜
粋
し

た
も
の
で
あ
る
）�
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【図4】総合型地域スポーツクラブ構想による市民参加型まちづくりのメカニズム�
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